
まちについてまちについて
知る知る

まちでまちで
活動する活動する

まちについてまちについて
考える考える

まちとまちと
関わる関わる

まちへの関わりをつくる
参加のステップ参加のステップ

「家族の介護が
落ち着くまでは、

【一緒に企画する】
から【手伝う】側に」

など、参加の形を
行き来できることも

大切です。

エリアや組織、
課題を考える

やりたいことを
地域でやる

一緒に企画する

参加する

手伝う

興味をもつ

他の人を
誘う

情報が届く
まちへの関わりには、実は細かなステップがいくつもあると言われています。
例えば、広報紙でまちのことに関心を持って地域の行事に参加する。参加して楽しければ他の人を誘うなど。各校区
事例のように、色々な参加のきっかけや関わり方を工夫することが、新たな住民の参加や参画につながるようです。

LINEで身近なまち協に林

まちの今後を老若
男 女 が 語り合う

「まちのかたらい」
を、定期的にコミ
センで開催。共働
き世帯のライフス
タイルの変化や高
齢世帯の困りごと
など、同じ住民同士でも様々な暮らし方があることを知
り合う機会になっています。

住民意見交換の定期開催高丘西

夏祭りのメインイベ
ント「 花 火アート」
は、プロ指導のもと
住民有志が花火師
役となって花火を打
ち上げる壮大な手
作りショーです。花
火師さんは子育て
世代中心で、地域のお祭りではお客さんになりがちな若
手住民がまちに関わり始める入り口となっています。

お客さんから盛り上げる側へ二見

QRコードから、まちナビAKASHIの校区別地域情報ページをご覧いただけます。
このページから過去の「明石のまちづくり」のアーカイブを読むことができます。
是非ご覧ください。

　連合まちづくり協議会広報部会では、転入者の増加や働き方の変化、自治会加入率の低下など様々な背景から、地域とのつながり　連合まちづくり協議会広報部会では、転入者の増加や働き方の変化、自治会加入率の低下など様々な背景から、地域とのつながり
が持ちにくくなっている状況で、どのように地域づくりの裾野を広げるかが大きなテーマだと考えました。そこで、本号ではどのよが持ちにくくなっている状況で、どのように地域づくりの裾野を広げるかが大きなテーマだと考えました。そこで、本号ではどのよ
うにしてまちに関心を持ってもらい、まちづくりへの関わりにどうつなげていくか、各校区の工夫や取り組みを紹介します。うにしてまちに関心を持ってもらい、まちづくりへの関わりにどうつなげていくか、各校区の工夫や取り組みを紹介します。

この広報紙「明石のまちづくり」は赤い羽根募金の
助成金の一部を使って作成されています。

まちへの関心・まちづくりへの関わりをつくる工夫まちへの関心・まちづくりへの関わりをつくる工夫

HITOTOWA INC. 奥河 洋介 さん　講演資料をもとに作成

コミセ ン の 図 書
コーナー（あい☆あ
いライブラリー）の
ボランティアを募集
し、現在６人程度で
活動。本に関心を
持った 住 民 が 集
まったことで、企画
が盛り上がり、校区にまつわる本の紹介コーナーづくり
やミニコンサートカフェなどが次々に実現しています。

テーマ別のボランティア募集二見北
いきなり部会は無理
だけど、やってみたい
活動はある…そんな
声を実現するために
隔月開催されている
のが「まち友交流会」。
メンバーがまちの見
どころを取材しSNS
で発信したり、司会が得意な人が地域行事のアナウンス
を担当するなど、個性を活かした活動が進んでいます。

“やりたい”を形にできる仕組み大久保

まちの現状を把握
するためにアンケー
トを実施。世帯単位
ではなく個人一人
ひとりが回答をで
きるように工夫。内
容も暮らしの困り
ごとを聞くなどで、
住民それぞれが自分たちの校区を振り返り、考える機会
となりました。

全住民対象のアンケート大観

転入者が多く「地域や文化の
言葉が伝わりづらい」という
問題意識から、広報紙で「左
義長」の解説を特集。お祭り
の由来に始まり、竹取りや藁
取りなど準備の様子もレポー
トし、まちが身近に感じられる
広報に工夫しています。

地域文化を解説朝霧
隔 月発 行の

「ワンダフル
江井島」では
まち 協 の 活
動に限らず、
学校行事や
神社の秋祭り情報、初詣スポット紹介などの暮らしに役
立つお得な情報発信に力を入れています。読む人は居住
歴などに関わらず校区内の情報を得られ、まちへの関心
を持つきっかけになっています。

校区内の出来事を伝える江井島

「まちを知ろう」と
いう授業で校区に
ゆるキャラがない
ことを知った6年
生たちが、まち協
にゆるキャラづくり
を提案。合同で公
募を実施、卒業後も一緒に選考会を行い「ポンドさわ」が
誕生しました。こどもと大人がともにまちのことを考える
一歩になりました。

学校授業と連携沢池

住民からまちの自
然や生き物の写
真を募 集する企
画。これは普段暮
らす校区に改めて
目を向け、まちの
魅力について考え
る機会となってい
ます。写真は広報紙やコミセン掲示板で紹介され、感じ
る魅力の違いを楽しむ面白さもあるようです。

写真でまちの魅力を再発見二見西

里山が残る「金ヶ
崎公園」で、保全
に取り組むグルー
プと自然体験教
室を開催。楽しく
学びながら行う自
然・環境活動は子
育て世代も関わり
やすく、これまで地域と接点の薄かった転入者や学生な
どがまちに関わる機会になっています。

専門家と一緒に自然に親しむ魚住

花火大会や祭りの
開催、新しいサロ
ンの開始など校区
内の様々な情報を
公式LINEで毎週
欠かさず配信。住
民にも広く認知さ
れ、現在はLINEを
見た住民から地域行事を手伝いたいと連絡があるなど、
仲間づくりの役割も果たしています。
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あか
しまち

づくり懇談会あか
しまち

づくり懇談会

つながるまちのつくり方つながるまちのつくり方
～防災・環境・参画から考える～～防災・環境・参画から考える～

自治会・町内会
新会長研修会を開催しました

う
錦
が
丘
中
央
公
園
の
一
斉
清
掃
の
時
に
は
、

防
災
学
習
や
交
流
会
も
合
わ
せ
て
行
っ
て
い
ま

す
。
住
民
が
集
ま
る
タ
イ
ミ
ン
グ
で
他
の
行
事

と
か
け
合
わ
せ
る
こ
と
で
、
ま
ち
協
の
活
動
を

知
っ
て
も
ら
う
機
会
を
つ
く
っ
て
い
ま
す
。

　
活
動
を
知
っ
て
参
加
し
た
い
と
な
れ
ば
気
軽

に
関
わ
れ
る
「
ふ
れ
ん
ず
」
と
い
う
サ
ポ
ー

タ
ー
制
度
も
あ
り
ま
す
。
グ
ル
ー
プ
L
I
N
E

に
登
録
す
る
と
案
内
が
届
き
、
興
味
の
あ
る
活

動
を
選
ん
で
参
加
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　
ま
た
、
活
動
に
関
わ
る
よ
う
に
な
っ
た
住
民

が
継
続
し
や
す
い
工
夫
も
行
っ
て
い
ま
す
。
説

明
会
を
も
と
に
希
望
す
る
部
会
を
選
択
で
き
、

時
に
は
交
流
の
場
と
し
て
部
会
を
超
え
た
座
談

会
も
開
催
し
て
い
ま
す
。
長
年
ま
ち
協
の
活
動

に
携
わ
る
副
会
長
の
松
本
さ
ん
は
「
で
き
る
人

が
で
き
る
と
き
に
、
や
り
た
い
と
き
に
関
わ
る

形
に
出
来
れ
ば
と
思
っ
て
い
る
」
と
語
り
ま

す
。
こ
の
よ
う
な
活
動
の
し
や
す
さ
を
受
け

て
、
充
て
職
か
ら
継
続
し
て
ま
ち
協
に
関
わ
り

続
け
て
い
る
と
い
う
方
が
増
え
て
お
り
、
元
自

治
会
長
や
元
P
T
A
の
30
・
40
代
が
活
動
を
中

心
的
に
担
う
存
在
に
な
っ
て
い
ま
す
。

　
錦
が
丘
小
学
校
区
は
子
育
て
世
代
も
多
く
暮

ら
し
て
い
る
ま
ち
で
す
。
錦
が
丘
校
区
ま
ち
づ

く
り
協
議
会
（
西
海
会
長　
以
下
、
ま
ち
協
）

で
は
、
2
0
2
1
年
に
第
2
期
ま
ち
づ
く
り
計

画
書
を
策
定
し
ま
し
た
。
子
育
て
や
仕
事
を
し

な
が
ら
で
も
気
軽
に
ま
ち
に
関
わ
り
参
加
で
き

る
よ
う
に
し
、
そ
の
ア
イ
デ
ア
や
感
性
を
大
切

に
活
動
し
て
い
ま
す
。

　
今
回
は
、
そ
う
し
た
活
動
や
工
夫
を
伺
い
ま

し
た
。

―
「
私
な
り
の
関
わ
り
方
」
で

�

活
動
が
続
け
ら
れ
る
ま
ち
協

　

ま
ち
協
で
は
、
ま
ず
は
ま
ち
や
地
域
活
動
に

関
心
を
持
っ
て
も
ら
う
こ
と
が
大
事
と
、
参
加

の
間
口
を
広
げ
る
小
さ
な
活
動
に
力
を
い
れ
て

い
ま
す
。
例
え
ば
、
ま
ち
協
が
維
持
・
管
理
を
担

▲�親しみをもってもらえるようにと住民から募集したまちの写真やまん
がを使って作成したまちづくり計画書「錦が丘 未来予想図 2」

▲�行事の企画・準備で「いつなにをするか」が整
理された年間カレンダー。新しいメンバーでも
運営に関わりやすいようにと作成しました。

―
活
動
の
方
向
性
が
み
え
た

�

計
画
書
づ
く
り

　

現
在
の
よ
う
な
活
動
に
取
り
組
む
よ
う
に

な
っ
た
き
っ
か
け
は
、
ま
ち
づ
く
り
計
画
書
の

見
直
し
に
あ
り
ま
し
た
。

計
画
書
づ
く
り
で
ま
ず
初
め
に
取
り
組
ん
だ
の

は
、
今
ま
で
の
行
事
や
活
動
の
整
理
で
し
た
。

当
時
は
毎
月
行
事
を
実
施
す
る
ほ
ど
活
動
が
活

発
だ
っ
た
一
方
で
、
自
治
会
動
員
を
中
心
に
し

た
大
型
行
事
が
多
く
、
い
ろ
ん
な
ひ
と
が
関
わ

れ
る
ゆ
と
り
が
な
い
こ
と
が
話
題
に
挙
が
り
ま

し
た
。
そ
こ
で
、
大
型
行
事
は
住
民
の
交
流
を

ね
ら
っ
た
夏
祭
り
な
ど
数
を
絞
り
、
運
営
も
４

つ
の
部
会
か
ら
３
つ
の
チ
ー
ム
（
ま
も
る
、
は

ぐ
く
む
、
つ
な
ぐ
）
に
す
る
な
ど
ス
リ
ム
化
を

進
め
ま
し
た
。
代
わ
り
に
、
チ
ー
ム
メ
ン
バ
ー

や
ふ
れ
ん
ず
か
ら
企
画
提
案
を
受
け
付
け
、
子

育
て
世
代
が
集
う
体
験
イ
ベ
ン
ト
を
は
じ
め
、

参
加
者
も
運
営
側
も
交
流
で
き
る
よ
う
に
進
め

て
い
ま
す
。

　
ま
ち
協
は
、
こ
の
よ
う
に
い
ろ
ん
な
関
わ
り

方
で
、
誰
で
も
活
動
に
参
加
で
き
る
「
余
白
」

を
大
切
に
し
た
い
と
な
り
ま
し
た
。

―
「
余
白
」
か
ら
広
が
る

�

や
っ
て
み
た
い
の
声

　
自
治
会
長
に
な
っ
た
こ
と
で
ま
ち
と
接
点
が

で
き
、
楽
し
み
な
が
ら
活
動
し
て
い
る
と
い
う

山
下
さ
ん
は
、
「
自
分
の
や
っ
て
み
た
い
こ
と

▲�にしきマルシェは住民が好きなこと得意なことでチャレンジ
できるイベント。コーヒー焙煎勉強中のご夫婦などが出店さ
れました。

を
言
え
る
仲
間
が
い
て
嬉
し
い
。
み
ん
な
に
背

中
を
押
さ
れ
様
々
な
こ
と
に
チ
ャ
レ
ン
ジ
で
き

て
い
る
」
と
語
り
ま
す
。
活
動
に
ゆ
と
り
が
で

き
た
こ
と
で
ア
イ
デ
ア
が
次
々
と
生
ま
れ
、

「
に
し
き
マ
ル
シ
ェ
」
と
い
う
新
た
な
活
動
も

企
画
・
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　
は
ぐ
く
む
リ
ー
ダ
ー
で
子
育
て
世
代
の
河
野

さ
ん
は
、
「
ど
う
し
て
も
子
ど
も
を
楽
し
ま
せ

る
目
線
で
考
え
て
し
ま
う
が
、
い
ろ
ん
な
世
代

や
属
性
の
人
と
一
緒
に
企
画
を
す
る
と
様
々
な

視
点
で
考
え
ら
れ
た
」
と
、
多
様
な
人
た
ち
と

一
緒
に
活
動
す
る
こ
と
の
良
さ
を
話
し
ま
す
。

―
最
初
の
入
口
は

�

「
寄
っ
て
も
ら
う
こ
と
」
か
ら

　
元
P
T
A
で
ま
ち
協
と
出
会
い
、
再
び
ま
ち

と
の
つ
な
が
り
を
求
め
て
参
加
す
る
よ
う
に

な
っ
た
濵
松
さ
ん
は
、
「
小
さ
な
活
動
か
ら
、

ま
ず
は
寄
っ
て
も
ら
っ
て
ま
ち
協
の
活
動
を
知

る
人
を
増
や
し
た
い
。
私
た
ち
の
活
動
の
様
子

を
見
て
も
ら
い
、
楽
し
そ
う
だ
か
ら
私
も
や
っ

て
み
た
い
と
思
っ
て
も
ら
え
れ
ば
」
と
話
し
ま

す
。

　
様
々
な
形
で
ま
ち
に
関
心
を
も
ち
、
活
動
に

参
加
し
た
い
と
思
う
住
民
の
輪
が
益
々
広
が
る

錦
が
丘
ま
ち
協
に
な
っ
て
い
ま
す
。

校
区
ま
ち
づ
く
り
組
織

　
明
石
市
内
の
小
学
校
区
で
は
、
そ
れ
ぞ
れ
の
地
域
の
実
情
に
合
わ
せ
た
ま
ち

づ
く
り
を
進
め
て
い
ま
す
。
広
報
紙
「
明
石
の
ま
ち
づ
く
り
」
で
は
、
各
校
区

で
試
行
錯
誤
し
な
が
ら
取
り
組
ま
れ
て
い
る
内
容
に
つ
い
て
、
連
合
ま
ち
づ
く

り
協
議
会
の
広
報
部
会
が
取
材
し
、
事
例
と
し
て
紹
介
し
て
い
ま
す
。

錦
が
丘
校
区
の
取
り
組
み

明
石
市
連
合
ま
ち
づ
く
り
協
議
会

報
告
・
お
知
ら
せ

　2023年6月3日（土）、明石市立勤労福祉会館で自治会・町
内会新会長研修会を開催しました。連合まちづくり協議会の理
事も加わっての意見交換会では、「新型コロナウイルスの５類
感染症移行後の自治会活動のあり方」や「SNSを活用した情報
共有」、従前からの課題である「自治
会役員のなり手不足」、「ごみステー
ションの管理」など、幅広く活発な意
見交換が行われました。参加者から
は、「他の地域の活動状況や不安、疑
問を共有できて有意義な場になった」
などの声がありました。 ▲�意見交換の様子

日　時：�令和5年日　時：�令和5年1111月月1111日（土）日（土）  
13:30～15:3013:30～15:30

場　所：複合型交流拠点ウィズあかし場　所：複合型交流拠点ウィズあかし
対　象：�明石市内で校区まちづくり組織に対　象：�明石市内で校区まちづくり組織に

関わる皆さん関わる皆さん
問合せ：�明石市コミュニティ・生涯学習課 問合せ：�明石市コミュニティ・生涯学習課 

TEL：（078）918-5004TEL：（078）918-5004

市内２８校区が集まり明石のまちづく
りのこれからについて学び、話し合う
『まちづくり懇談会』を開催します。
＼３つのテーマに分かれ学びます／
●分科会①「防災」 
　まち協の“共助”ができること
●分科会②「環境」 
　�つながる・ひろがる“環境”の 

取り組み
●分科会③「参画」 
　多様な人が関わる工夫と場づくり

▲�まち協の活動拠点である錦が丘中央公園内「ふれあい広場 錦が丘」での取材
風景。色々な立場でまちづくりに関わる皆さんにお話を伺いました。

詳細はこちらから
ご覧いただけます。
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